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三
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
が
沖
縄
県
を
ご
視
察
さ
れ
た
。
来
年
四
月
に
退

位
さ
れ
る
今
上
天
皇
に
と
っ
て
、
今
回
が
天
皇
と
し

て
最
後
の
沖
縄
県
ご
視
察
と
見
ら
れ
る
。 

二
七
日
、
那
覇
空
港
に
到
着
さ
れ
た
天
皇
・
皇
后

両
陛
下
は
、
翁
長
雄
志
・
沖
縄
県
知
事
な
ど
の
出
迎

え
を
受
け
た
後
、
国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
・
平
和
祈

念
堂
（
糸
満
市
）
を
訪
れ
、
戦
没
者
へ
ご
供
花
と
ご

拝
礼
を
な
さ
れ
、
出
迎
え
た
戦
没
者
遺
族
へ
お
言
葉

を
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
「
豆
記
者
」

と
ご
懇
談
さ
れ
、
翁
長
知
事
よ
り
在
沖
米
軍
基
地
の

実
態
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
県
の
情
勢
を
ご
聴
取
な 

                 さ
れ
た
。 

翌
二
八
日
は
日
本
最
西
端
の
地
・
与
那
国
島
を
訪

れ
、
伝
統
芸
能
や
与
那
国
馬
・
与
那
国
の
蛾
「
ヨ
ナ

グ
ニ
サ
ン
」
を
ご
覧
に
な
っ
た
他
、
与
那
国
の
漁
業

の
実
態
を
ご
聴
取
な
さ
れ
、
翁
長
知
事
・
県
議
会
議

長
・
与
那
国
町
長
お
よ
び
町
議
会
議
長
ら
と
ご
昼
食

会
を
も
た
れ
た
。 

最
終
日
の
二
九
日
は
豊
見
城
市
に
お
い
て
、
沖
縄

が
発
祥
の
地
で
あ
る
空
手
の
演
舞
な
ど
を
ご
覧
に
な

っ
た
後
、
翁
長
知
事
・
県
議
会
議
長
・
豊
見
城
市
長
・

市
議
会
議
長
・
警
衛
関
係
者
ら
と
ご
昼
食
会
を
も
た

れ
、
皇
居
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
。 

                 

天
皇
と
沖
縄
／
沖
縄
と
天
皇 

 

  

今
上
天
皇
は
、
皇
太
子
時
代
よ
り
沖
縄
県
へ
深
い

思
い
を
寄
せ
ら
れ
、
沖
縄
県
を
ご
視
察
さ
れ
た
回
数

は
こ
の
度
の
ご
視
察
を
加
え
て
一
一
回
を
数
え
る
。

沖
縄
県
民
の
大
歓
迎
の
な
か
で
ご
視
察
が
行
わ
れ
、

初
め
て
の
与
那
国
島
ご
視
察
を
含
め
、
全
日
程
が
滞

り
な
く
終
わ
っ
た
こ
と
は
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。 

も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
県
で
は
、
一
部
県
民
に
天
皇
・

皇
室
へ
複
雑
な
感
情
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実

だ
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
二
つ
の
「
沖
縄
切
り
捨
て
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
沖
縄
戦
、
も
う
一
つ
は 

 
天
皇
と
沖
縄
／
沖
縄
と
天
皇
―
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
沖
縄
県
ご
視
察
か
ら
考
え
る
― 

 
 

「
神
苑
の
決
意
」 

主
筆 

 

木 

川 

智 

 

1部 1000円 

（別途送料 160円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
天
皇
と
沖
縄
／
沖
縄
と
天
皇
―
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
沖

縄
県
ご
視
察
か
ら
考
え
る
―
（
木
川
智
）
…
１
／
【
解
説
】
映
画
『
悲
情
城
市
』

か
ら
考
え
る
二
二
八
事
件
・
現
代
台
湾
・
対
日
感
情
の
変
容
（
木
川
智
）
…
３

／
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
日
本
を
見
る 

台
湾
編
②

（
仲
村
之
菊
）
…
７
／
活
動
報
告
…
９
／
記
録
沖
縄
戦 

軍
民
・
日
米
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
…
１
３
／
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
１
６ 

 


